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河合 良太
Nたま10期生
泉京・垂井
理事兼事務局長

地域の未来・志援センター
地域コーディネーター

ワークショップデザイナー

出身は…
静岡県浜松市

居住地は…
岐阜県垂井町

大学では…
ジャズのビッグバンドサークル

卒業後は…
無印良品三軒茶屋店員
公共施設で事業グループに所属
Nたま受講
泉京・垂井 事務局スタッフ
地域の未来・志援センター

趣味は…
ひとり呑み

自己紹介



・岐阜県不破郡垂井町
・人口 約27,500人
・大垣と関ヶ原のあいだ
・垂井アクセント
・水文化が独特
（マンボ・湧水）

・中山道垂井宿
・美濃の国府
・南宮大社
・竹中半兵衛ゆかりの地
・フェアトレードタウンを
目指している

垂井とは？
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http://www.westatic.com/img/dict/nhnkw/river/jiten/nihon_kawa/85
054/img/85054-2_3.jpg

揖斐川流域とは



揖斐川流域とは
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泉京・垂井（せんと・たるい）団体概要

泉京・垂井のビジョン
住民が愛着を持ち、豊かに暮らし続けられる町

目標
幸福度の高いまち垂井

概要
［会員数］70名（3割くらいが垂井町外）
［役員］13名 ［専従職員］0名
［設立年月日］2005年11月25日
［事務所］古民家みずのわ
［活動］まちづくり、環境の保全エコライフの推進、

生涯学習・多文化共生の推進

泉京・垂井とは



“穏豊（おんぽう）社会”を
みんなで実現していこう

住民が愛着を持ち、豊かに暮らし続けられる町

うばったり、うばわれたり、環境や人に負担をかけたりする社会で
はなく、環境にやさしい、人にやさしい社会。

人やお金や食料やエネルギーが、流域内でぐるぐる回る、地域の
資源を活かした流域内の循環型社会を目指しています。

ビジョン

泉京・垂井とは



泉京・垂井（せんと・たるい）

ゴミ減量

「幸福度の高いまち・垂井」を目指し、垂井町を中心とした
西濃圏域、揖斐川流域での地域づくり活動を行っています。
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泉京・垂井とは



フェアトレード

流域をつなぐ

アドボカシー

研修受け入れ

ゴミ減量 11

活動紹介



フェアトレード事業が目指すところ

持続可能な社会 タウンプロモ―ション・移住

流域内フェアトレード 主体的参加



フェアトレードデイ垂井

★FTと地産地消の啓発イベント
★ボランティアによる実行委員会形式
で実施（泉京・垂井は事務局）

★今年で第8回 45店舗 8000人来場
★8回目より会場を町の中心近くの
河原に移して開催



FTタウン推進

★住民、飲食店店主、商工会などの
で構成された推進委員会

★中学、高校での出前授業
★住民や議員に対しての勉強会
★視察研修の受け入れ
★イベントなどに出店して啓発
★商品開発など
★FTマップの作成



旗艦店の運営

★古民家みずのわ
★ヘナ美容室、アトリエ、農業体験
の法人と古民家をシェア

★FTや地産地消の商品を販売
★イベントスペースでは座談会、
勉強会などを実施



流域をつなぐ事業が目指すところ

うばったり、うばわれたり、環境や人に負担をかけたりする社会で
はなく、環境にやさしい、人にやさしい社会。

人やお金や食料やエネルギーが、流域内でぐるぐる回る、地域の
資源を活かした流域内の循環型社会を目指しています。



揖斐川流域ESD支援

環境省 環境教育・学習拠点におけ
る「ESD推進」のための実践拠点支
援事業。EPO中部と協働。泉京・垂
井は地域パートナー

★教材の作成
絵本、動画、資料集
★高校生流域ツアー
動画に出てくる人に会いに行く
★揖斐川流域フォーラム
ツアーに参加した高校生が発表



里山インキュベーターいびがわ

揖斐川流域で、地域資源を活用し、
地域の持続性に寄与するような小さ
な生業を支援する、人材育成講座。



アドボカシー事業が目指すところ

環境分野において政策立案が担える人材の輩出。またその人材
の層がアドボカシーを担いうる社会の基盤を形成し、もって日本社
会における草の根の民主主義の伸張と成熟をもたらすこと。



あどぼの学校

アドボカシー・スクールのプログラム
を開発し、実施する。また教材の開
発、国際会議への参加、市民の伊
勢志摩サミットを契機に設立した東
海市民社会ネットワークとも連携な
ど



研修受け入れ事業



研修受け入れ

西濃環境NPOネットワークを活かし
ながら、垂井町の水管理や揖斐川
流域での持続可能な地域づくりの
現場でフィールドワークなどを行う。



“穏豊（おんぽう）社会”を
みんなで実現していこう

住民が愛着を持ち、豊かに暮らし続けられる町

うばったり、うばわれたり、環境や人に負担をかけたりする社会で
はなく、環境にやさしい、人にやさしい社会。

人やお金や食料やエネルギーが、流域内でぐるぐる回る、地域の
資源を活かした流域内の循環型社会を目指しています。

ビジョン

泉京・垂井とは



ご清聴ありがとうございました


